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ー東車同文書院創立百周年記念講演｜
司会
最初に私から講師の衛藤先生のご紹介を山・し卜．げますり
衛藤滞士口先生は東亜同文書院大学についてはかねてより深いご理解をお持ちになっておりまして、昭和六卜一二年に前山会が東亜同文会史を発行した時にその序文を書いていただいたような関係もございます。私が以前外務省におりました時も外務省の研修所に講演とか講義 たびたび来てただいてお話を かがいました。私が今回の行事の意義を申し上げてぜひ、先生に記念講演をお願いしたいと山・しました時に、早速先生はそれじゃテーマ こう よう 、そこに掲示 てあります 「長江の流れは絶えず」とまさに一百い得 妙でございますが、含蓄 深 演題をつけていただいたこと、誠に先生ならではとの感を くした次第でございますむ
先生は大正十二年、中国の藩陽、旧満洲の奉天でござ
いますが、そこでお生まれ なりまして旧制一高 経て東京帝大法学部に入学、学徒動員で広島で被爆されてのち、
衛藤溶
二と
口
復学されまして、卒業後京大の助教授、教
MU
を粍て退行さ
れました口後は青山学院大学の教段を絞て附和六十
.. 
年か
ら平成七年まで雌側一位大 の学．
hK
を務められました以後、
プリンストン大学、ハワイ大学の客員 授とか、あるいは北京大学、市聞大学の客員教綬などを務められまして、現在は東洋英和女学院長をなさっておられます。東京大学名誉教授でもお れます。いろいろの著作について多くの受賞をされておりますし、いろいろな関係同体 役職をつめておられまして、例えば アジア研究協会の理事長とか、日中人文社会科学交流協会副会長、その他たくさん 川体の役員をなさっております。・一上な著作には吋凶際関係論
L
、
日．東アジア政治史研究
L
その他がございます口
それでは先生ひとつよろしくお願い申し上げます口
（拍手）
講演
私は大変だらしのない男でございまして、人間という
ものは弱いものだと一一
J口う事を小さいときから考えてまいり
ました。したがって白か黒かということはなかなか言い切らないで今日にいた おります。同文書院につきましては私の父が満鉄の図書館に大正八
年から勤めておりました関係で、満鉄の留学生が年々同文書院に派遣されておりまして、帰ってきてまた満鉄にお勤めになると言うことから、非常に身近なものに感じておりました。卒業いたし て中国問題に携わるようになりましてから、小崎（昌業）さんを始め中国についてお詳しい方々の指導を受けまし 。ことに晩年まで人民日報の読み方を、手取り、足取りして教え いただい 桑原さんはご自身は外大 出身であり すけれど、非常 友人 同文書院出身の方が多くて大変影響を受 たの あ す。
そうこうしております内に、今から、大学紛争の直前で
すから二十年ほど前に、私のところにアメリカ人の女性コロンビア大学から留学いた まして、中国語を勉強して相当中国語を読める、日中関係を研究したいと言うことでございました。彼女は立派な奨学金をもらって るのでありますが、亭主は無職、無収入 その無職 無収入が子供を連れてくっついてまいりまして 東京の西荻窪の町田のわれわれから見ると大変立派な家を借りて住んだ。女房は私の講義やゼミに出る、亭主は一人で子供を幼稚園に通わしたり、東洋文庫に行って勉強したりしている。そのうちに亭主の方ともだんだん親しくなりまして、私のゼミなどに出てくるようになった口語学の才能があ まして 国語と日本語と両方一生懸命勉強するうちにかな 話せる 読めるようになっ 。その男の名前 ダグラス・レイノルズと申しまして、彼が女房の奨学金で豊かな生活を営んでい
て、ちょこちょこ東南アジアを旅行する。その印象を私に語りまして、日本人で在外商社、あるいは在外駐在員になっている人の中に、びっくりするほど同文書院出身が多いけれど、同文書院と言うのは特別な学校だったのかと、いう質問をいたしました。私は実はこうこうこう言う学校だと、簡単に荒尾精、根
津一以下の話を たしました。そして同文書院では大変中国語を強く教え 、力点を置いた、それが多分、広東語や閤南語を語る東南アジアの華僑との交渉に多少のプラスがあるのであろうと申しま た。英語も上手かと言う で、いや
lどうかなと言いましたら笑って、しかし非常に面白
い学校だと、何かこれにつ て研究があるだろう と申しました。そのころは実は一つもなかっ 。濯友会がぼそぼそと存在するくらい 確か機関誌も無かったんじゃないかと思い す。私が、いや何も無い、ただ一行だけコメントがあると申しまして見せてやったのが、例のエジプトで投身自殺いたし カナダ 俊才外交官 ハーバード大時代にソ連側のエージェントと接触したということで 非常に晩年苦しまれ 口大変日本語も上手だし、秀才、よく出来た人であります。
そのハ
l
パ
l
ト・ノ
l
マンの論文の中にこう言う文言が
ある。日本政府はハルピン学院や同文書院を作ってスパイを養成し、出身者の中には ろ ろな職業につ たものがいるが、全体としては得体のしれない支那浪人的な性格を持っていた。そういう文章を見せまして、これ、実は事実と非常に違うんだ、戦争中に日本に対する大変な敵意 中で、しかもやや左翼気味だったハ
l
パ！ト・ノ
l
マンが無
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責任に書いたもので事実と違、つんだ
、
どうだこれを反論し
てみないかと申しました
。彼しばらくそれみておりまし
て
、
つまらなさそう
な阪をしていたんですが
、
半年くら
い
たち
まして、わり 興味が湧いてきたようでございました
。
亡
くなられ したが、賀来
（揚子
郎
）
さんなど紹介して
、
そ
れが
縁で
大変同文書院にはまり
こんでしま
ったのでござ
い
ます
。
そして
一九七
0年代に
一応成果ができまして
、
アメ
リカ
のアジア
研究大
会で彼
は報告いたしました
。
非常に客
観的ないい報告でございましたので恥は大変喜びまして、それで学位論文をまとめた どうだと勧めた あります彼も
一時はその気になったようでありますが
、その後、義
和団
事件以
後の市明末期
のいろいろな改革
に関心を持
ちま
して、それをまとめて学位論文にいた ました
。
非常に優
秀な学者で火
一房は外交官として今北京に駐在し、日
一郎は
ア
トラ
ンタのジョ
ージア州立大学の教授をしております
。
例
によ
って離
婚寸前
、
い
い学者
はみんな
離婚し
ますね
。離
婚
しないのはどう
もいか
ん
。
ア
メリカは妙
な国に
な
って犯
パ
ーセ
ントが縦
断し
ますが困った
も
のです
。
そういうこと
か
ら実は同文
丹院
の再評価はアメ
リカ
から
は
じまっております
。
そしてその後、慶応に留学いたしま
した翠新とか、あるい 上海の復
旦大学 黄美
真とか、そ
ういう人達が関心を持つようになりました
。
韓国
でも
間半
基という大変な勉強家、去年亡くなりましたが、非常に惜しい立派な学者で
、こ
の人などが
関心
を持つようになりま
した
。
もはや問
文書
院は右翼反
動、
日本の軍国主義に忠実
であった学校と ふうには誰も
言
わな
く
、まあ
一一百
う人も
いるかも
しれ
ませんけれど、そんなのは物の数ではな
い、
＇＂＇文 Ir院川念tfl 1,1 
高い評価がだんだんできてきたのであります。
今日は私としては大変嬉しい、なぜ鰭しいか後ほど申しますけども、嬉しい日でありますので、それにその高い評価の根拠となっていることを二つだけ申し上げておきたいと思い
D
ひとつは荒尾精が日清戦争のあとで、「対清
意見」を始めとしていくつかの論文を書き、領土を取ってはいかん、領土を取ると恨みを残す はないか、その領土を日本が取ることによっ 仮に領土をとることに成功しても他の国が今度は我負けじ 他の領土をとりたがるではないか。それは決して中国にとっても、日本に っても幸福なことではあるまい。それから、巨額な賠償 ってはいけない。戦争に勝ったんだから賠償 して必要な戦費に見合うだけ清国から徴収す のは止むを得ない 、それ以上はいけない口なぜならばそれは全て民の税金によって賄われる、あるいは外 の借金によって賄われる。 たがって、そのお金を調達することは清国にとっては外国に局することになるし、民を搾り取るこ なる、それを将来永く友好的であるはずの日本が無理に よろ くないと一一百う主張です。私は荒尾精が文集の中で、こういう主張をしていることに非常に感銘を受けまして、荒尾精の伝記を勉強し 時代もございます
D
彼は名古屋の出身で貧乏で一時は東京で小
僧をしていた
D
それが教導団、ご年配の方はご存知かと思
いますが、下士官養成機関でありますが、教導団に入って陸軍軍曹になり、抜擢されて十一官学校に入って少尉にな 。したがってそれから先、彼は少なくとも、少佐 中佐 上に昇るチャンスは確実にあったわけ けれど、非常に中国のことを憂慮しまして軍籍 止めたいと そして
中国に行きたいと言うことをしばしば上官に願い出ます。で、たびたび断られるんですが最後に許されて、箪・籍を解き、そして彼はまっしぐらに楽善堂めがけて参ります。楽善堂は、岸田吟香が薬を売るために始めた店であり、本店は銀座 上海・武漢に支店があって薬は大変売れました。特にご年配の方はご存知だ 思いますが、精錆水という目薬は非常に評判がよかった。この精鋳水は語れば長くなりますが、ヘボン、へップパ
l
ンから彼が伝授されたも
のであります。へップパ
l
ンは大変日本語を勉強いたしま
して横浜の居旬地で開業して名声の高か たアメリカ人のお医者さんでございます口彼が字引、和英辞典を作る事を思いたったけれど到底彼の日本語の力を持 てしては字引を作ることは思いも及ばない、そこで彼は日本語について教養の深 人を慢してい のであります。その時に伴問吟香と出会い、岸田を自分の家に住 わせて そして後
q和
英語林集成』と呼ばれる和英辞典をこつこつと作ります。岸田はそのお礼に目薬の調合の仕方を教えていただいてこれが梢鋳水として大変売 わけでございます。岸田と一言う人は大変視野の広い人でございました。ヘボンは『和英語林集成』 印刷するにあたって日本には鉛の漢字の活字がございませんでしたので、上海に行って『和英語林集成
L
の印刷をいたします。その時に岸聞を述れて
行く。岸田 その時のことを「呉訟日記』と題 残しておりますが非常に面白い。近代に ける日本人の中で 口語交じり文、これ 岸田 最初です。だから私は岸田が最初だと一一守つ論文でも書 うかと思うくらい 非常 暢達した江戸なま の口語 書いておりますが てもおも ろい。中国について、時の清国 ついて彼 二つ強い印象を
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もった。一つは、外国人、特に白人の前で清国人が縮みあがっているその姿をしばしば見て、日本がこうなってはならんと、彼の非常に強いナショナリズムがそこで恨付く。もう一つは、中国で何か売れるものはないかと探した口そしてその後彼は、まず目薬 背中にしよって、や ては目薬だけでなくいろいろな薬を背中にしよって全中国を本く、富山の薬充りみたいな制度を楽部堂でつくります口次に鉛の活字で小さい四書、古典、科挙 出そうなアンチョコのようなものを印刷するのです。ご承知のように科挙の試験の時は貢院の中にフトンや 参考書を持ち込んで受験生とまりこむ
c
そうすると小さければ小さいほど沢山持ち込
めます でこ 袖珍本は非常に売れるのです。そしてカンニングの時にも袖珍本は大変便利でござ まして、それまではカンニングはたいてい肌着など 小さく字を』いていたんですけども、今度は袖珍・ ですか 、それを持ち込めばいいので非常に楽 なった、 田の小さな本 大変売れます
c
ということで伴聞は宮を成すわけでございますが、荒尾
柿はそれを頼っていって、武漢 小川品を勉強し、武漢の楽善堂を かせられるほどになります、これが荒尾精と中国との結びつきでございます
c
そしてそこからいろいろな
人がでてくる、秋田の石川伍．、これは日清戦争のとき、天津にとどまって、たしか斬首されますしそれから千戸浦敬一、これは武漢から蘭州へ行って蘭州から凶の方に薬を背負って旅に出て行方不明になりま コそういう人達が沢山でるわけであります
r
その荒尾がとにかく賠償を取り
すぎることに反対し、領土の訓識に反対した、時の流れ逆らって極めて冷静 歴史を眺めたということ これは誇
るべき同文書院の伝統だろうと私は思っております。もう一つだけ、あと時間が無くなりましたので大急ぎでお話しいたしますと、私の娘婿の親父、つまり恥の娘の義理の父は同文書院出身の尾崎庄太郎でありますりその尾崎庄太郎は私とは大変仲良しで、ぼーっとしていますけれど大変情け 厚い人で、しかもいろんなことに配慮する、まああんな顔でよくそんなに気がつくと思うほど配服する人でありました。彼は共産党員です口それからさきほどちょっと名前を げました桑原寿一一さんは、新民会からずっ 華北で日本軍と協ルをい しました、いわば簡単に一一．ワえば市凶主義将、この．一人が広の娘の結納式の時に．絡に るんですり庄太郎さんに同文書院 関係で識をよびましょうねと言ったら桑原さんでもよんでくれませんかというから披蕗の時よん、戸
τ
そしたら．緒に峨間山に仔．った請を桑原さ
んがしまして、大変逃が険しいのに市たが述雌会釈なく別に鞭打つ、・町太郎はそんなにせんでもいいのだろうといって中国語で何回も止めた う すが一向 止めな の日以後 は、そんなに －
Pごり馬が死んでしまうぞ、可愛そう
じゃないか、もう止めろと強く．一パって降りて・歩き山したいうことで、若き
H
の作太郎に大変強い感銘を受けたとい
うことを桑原さん 話した
D
そういう心の通い合うところ
が右、十忙を通じてどこかに布る、同文書院にはそうしたものがどこかに有るという とを広は思いました
J認識した
のです
υ
さっきご紹介にありましたように、私、亜細亜大学の学
長になりました時に亜細亜大学を偏走値で京大や早桁旧と並ばせるということはこれは無理です口 こで出来ることはないかといろいろ考えまして、一つは英語、みなさんは
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同文書院の方は中国語で腕を振るった、亜細亜大学では英語を、東大とか京大ではシェイクスピアだとか、ひどいのになるとチョ！サだとか、ひどくなくてもリップパンウインクルとかそういうのを教えている、英文学を教えている、亜細亜大学では極く普通の会話を教えようということで、大変な内部の抵抗を押し切って半年間アメリカの大学の寄宿舎に入れる、どんな成績が悪くても、金さえ出せば健康でさえあれば人柄が良ければ行かせ やると約束しまして、学生の大変な人気で数年のうちに亜細亜 学の卒業生は英語ができるという評判がたつてきたのであります。これが一つ成功した。それからもう一つは大学へ行ったから学問しなければならないということは今どきはもう無いのであります。同
齢の必%くらいかが大学へ行くの ありますから、だいたい学問なんかにむいてないのが一杯行く。そうい のも、のびのびと人生をおくれるような、そういう大学の在 方を考えようじゃ かという で色々考えまして、ご記憶のある方もいらっしゃるかと思います 当時随分物議かもしました一芸一能で入れるという、フルートが上手なら日本で四番以内である は入れる、体操でもインターハイで四番以内で入れる、津軽三味線でも入れるという制度を作りました。それが今 も続いておりますが 非常に個性のある学生達が出ております。最近マスコ、、二乞…騒がしたのは例の最年少で五大陸の最高峰 全部をきわめ、昨年はチョモランマの登頂に成功し、そしてその山がよご てるのを見てびっくり て、今は山をきれいにする運動をやっております野口健、彼の親父が東大で私に教わって息子が不良少年野口健が亜細亜大学に って まともな山
登りになった。野口親子は僕の方に足をむけて寝られんはずだと白ら思っておりますが、そういう人材を養おうと決心して頑張ってき わけであります。
志は・・・。占領時代の自由とか民主主義とかは、人の
心の琴線をゆるがさ いのです。何かないかと思って、それで実は同文書院にたどりついた、同文書院がもっている荒尾精、あるいは山田良政以来 アジア解放の志、これが二十一世紀にもまだ必要なのではないか、そう思いまして、アメリカに留学した学生達、これは英語が きるようになって帰ってきますから、これを東南アジアやアフリカにやりますと、あのへんは公則語はたいてい英語なん す。公用語というのは日常の言葉、そういうとろへ留学させて、マレーシアだとかイスラエルだとかそういうところへ留学させ、地域の専門家を養成したいと思っ 、その道を始めたところで私の任期も終わりました。それから先生がたがあまり熱心でないんですね、明治の頃の先生と違 んです。やはり月給をもらっている なんとなくノンキになっちゃう、だからこれは成功しませんでした
c
それで今、女子校の東洋英和に凶りますから、広い視野をもった 秋珪女士みたいに実践運動しなく もい けれど広い視野を女性に養うようにと、それが母親を通じて、母親となった時に子供に志として受け継がれるようにと、ちょっとそういうことを考えて、ちょ と所か一生懸命考えて何とか生かせないかと私の今日の職業を生かせ いかと今模索中であります。結論に入りますが、いずれは同文書院の同窓会も消えていくだろう、と私は思っておりました。旧制一高の同窓会
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もつぶれます、もうすぐつぶれます。私が出ました奉天一中の同窓会もつぶれます。小学校の同窓会もつぶれる、同窓会なるものを私は持たなくなるのですね はそういう立場から身につまされて同文書院は今におじいさんたちがだんだん消えてゆくわいなあというようなことを考えていた時に、小崎（日目業）さんから愛知大学の同窓会に合併するという話を電話で聞きました時に、これはいいアイデアだと思ったのです。愛知大学に同文書院の志を受け継げる先生がどれだけいるか知りません。しかし今日さきほど講演の始 る前にお茶を飲んでおりましたら学長、前学長、各学部長み さん出席していらっしゃった、これはいいことだ、一つぐらい志のある大学が残るのはいいことで だから同文書院の卒業生、掘友会の卒業生がもう年とったからなあな と言わずに、若い世代に志を受け継いでも うような、そういう努力をなさったら如何ですか。それか 大学の方 、どこを切っても金太郎飴みた に同じ 愛知大学にしてはつまらんでしょう。おお愛知 か、あそこは喧嘩に強いぞとか何か特色があった方がいい。その特色｜志をこれを機会に真剣にお考えになることをお勧めいたします口月給ばかりとるのが大学教授の能ではな 、伐に対す 戒めでもあるのです。ひたすら長生きばかりす のが同文書院の同窓会のおじいさん達の能ではないとお勧め 今日の 話し、記念のお話しを終えま
c
これはお祝いの言葉のつもりで
あります。後継ぎができたことをお慶び申し上げます。りがとうございま た
D
（盛大な拍手）
司会
大変ありがとうございました。大変示唆に富む内容の講
演でございまして我々非常に教えられるところが多かった。先生がおっしゃったレイノルズ 授に対しては同文書院研究および今世紀はじめ日中関係でゴールデンデイケ
l
ドと
いう日中間の非常に親街な時代があった、日本からの教育文化の伝達、中国文化に対する影響が大きかったというの著作に対して東亜同文書院記念基金賞を授与しております
cそれからその後に言われました翠新さんでありますが、これは「東亜同文会と中国
L
という論文で博士号をとりま
した巴これにも東雌同文書院記念基金貨を綬与いたしております。これらの人々に対する指導、衛藤先生の指導 大いにあっ と思います
ο
とりわけ書院の特徴、志といいま
すか先生が強制さ たその志を愛知大学に継いで ただきたい、特 亜細亜大学のご経験は愛知大学の今後の改革、教育改革のために指針をあ えてくれる 思われます
c
教
員、教授、年配の同文書院の同窓に対するいましめ 言葉であると同時にお祝いの励ましのお言葉であったと思います。大変有益なご講演誠 ありがとうございました口
（大きな拍手）
l•i）文舟院記念報 18 
＼これは二
OO
一年五月二十六日、名古屋キャッスル／
－ホテルで行なわれた東亜同文書院創立一
OO
周年記念－
一講演講師東洋英和女学院院長衛藤滞吉先生 講演内容一／である。なお、司会は霞山会常任理事小崎昌業氏＼
